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I.研究 目的  ス マ トラ島南部は熱帯モ ンスー ン気候に展 し、雨手では降雨強度の高

い雨による土壌侵 食が問題 にな り、乾季では灌滋用水 を確保す ることが困難になる。

そのため、土壌侵食 の防止や土壌面蒸発を抑制す る効果 を持つ、マルチ栽培が有効

であると考 えられ る。 しか し近年では、ビニールな どのマルチ資材が収穫後 に農業

廃葉物 として問題 になつているため、これに代わるマルチ資材が必要 とされているを

そ こで本研 究では、パイナ ップル国場 において、環境や コス トの面で優れている有

機物 (親設 とキャ ンサパの混含物 )を マルチ資材 として用いた場合に、栽培環境ヘ

与える影響 について検討 した。

H.試 験 臣場 お よび観 潤 項 目 試 験 圏場 tまスマ トラ島 南部 に あ る Great Giant

Pineapple Companyの パイナ ンプル園場である。権水 区 (1.5mm′day)と して裸地、

黒色 ビニールマルチ、有機物マルチを、無潅水区 として、裸地、黒色 ビユールマル

チの合計 5つ の試験区を設置 し、8月 29日 か ら 10月 2日 まで観測 を行 った (9月

18日 までは無降雨期間)。各試験区において、熱電対によ り表層か ら 0、5、15、30cm

の地温 を、テンシオメー タによ り表層か ら 5、 15、 25、 35、 45cmの 土壌水分張力

を測定 した。また、TDRに よつて各畝の平均体積含水率を調 定 した。圃場の気象環

境 は、 日射 量、アル!ベド、握湿度、雨量、風速について測定 し、土壌の物理性 を把

握す るために、粒度組成 、比重、二相分布、透 水係数 ,こついて も調定 した3

Ⅱ.試験結果お よ4考 察

地温  無 降雨期間における進水区 と無進水区の地表 面温度 につ いて比較 したな進水

区の繰地では最高でも 30℃ 前後 、黒色 ビユールマルチで 4ま32℃ 前後 まで上昇 した

のに対 し、無潅水区では裸地、黒色 ビニールマルチ ともに 34℃ 以 上まで上昇 した こ

とか ら、マルチよ りも進水の有無辛こよる影響が大 きい といえる。乾季の高温過乾に

よ り土壌 中の有機物は急速 に分解 し、雨季の多量な降水によつて、それ らは容易に

洗脱 されて しま うため、乾季には十分な耀水が必要であることが分かつた。その他

拒 も、表層か ら 5c mに おいて、潅水区の中で最 も高温であつた黒色 ビユールマル

チに対 し、有機物マルチでは 日最高地温が約 2℃ 低 い結果 となつた。

土壌水分  潅 水 匡 にお け る操地、黒色 ビニールマルチ、有織物マルチの表層 か ら

30c逮 までの平均体積含 水率 (以下 θ)に ついて比較 した。裸地、黒色 ビニールマ

ルチで fよ潅水直後 に 0が 約 20/tl増加 していたのに対 し、有機物マルチでは、潅水 さ

れた水 をまずマル チ資材が吸湿 して しま うため、他の試験 区 と比較 して、耀水直後

の θの増加量は約 1%未 溝 と少ないことが分かつた。しか し、他の試験区 と同様 に、

θが 34%前 後に維持 されていた ことか ら、有機物マルチによる土壌面蒸発の抑制効

果 を確認す ることができた。 よつて、本試験における有機物 をマルチ資材 として使

用す る際 には、スプ リンクラ濯滋 な どの様 に濯滋用水がマルチ資材 に接触す るよ う

な擢滋方法は避 けるべきである。
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